
架け橋プログラムの取組について

令和４年度～　
幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業

～高知県教育委員会事務局幼保支援課の取組～



本日の内容
～架け橋プログラム　国や県の動向～

　　

１．幼保小の架け橋プログラムのねらい

２．モデル地域の取組

３.　架け橋期のカリキュラムをどのよう
  に作成するのか



→幼児教育 小学校教育→

発達や学びの連続性を踏まえた連携・接続の視点

　・学年間の教育課程を基にした連携・接続　・教育・保育内容の更なる充実
　・園児と小学生との交流活動　・教職員同士の合同研修会、連絡会

　                              など

○ これまでの接続期の取組を継続・充実させつつ、架け橋期へ
  と広げ、子どもの育ちや学びを資質・能力でつないでいく

○ 子供に関わる全ての関係者間の連携強化

接続期

架け橋期（年長～1年生の2年間）

架け橋プログラム～国の動向～

5歳児 １年生４歳児 ２年生



架け橋プログラム～国の動向～

文部科学省 ＨＰより

学びや生活の基盤をつくる
幼児教育と小学校教育の接続について 

～幼保小の協働による
架け橋期の教育の充実～

令和５年２月27日 
中央教育審議会初等中等教育分科会 

幼児教育と小学校教育の
架け橋特別委員会



文部科学省 ＨＰより



文部科学省 ＨＰより



学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について 
～幼保小の協働による架け橋期の教育の充実～

１．架け橋期の教育の充実 

① 子供の発達の段階を見通した架け橋期の教育の充実 

小学校教育を見通して「主体的・対話的で深い学び」等に
向けた資質・能力を育む

幼児教育施設で育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を
実施

　小学校において主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことを可能にするため

の重要な時期であり、幼児期に育まれた資質・能力が、低学年の各教科等における

学習に円滑に接続するよう教育活動を実施 

幼児教育施設

小学校

小学校の入学当初　→　スタートカリキュラムの充実



学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について 
～幼保小の協働による架け橋期の教育の充実～

１．架け橋期の教育の充実 

② 架け橋期のカリキュラムの作成及び評価の工夫による
  PDCAサイクルの確立 

幼保小が協働し、共通の視点をもって教育課程
や指導計画を具体化できるようにする

架け橋期の
カリキュラムの作成

○　保護者や地域住民の参画を得る仕組みづくり

○　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」等を手掛かりとする

○　小学校１年生の修了時期を中心に共に振り返って、架け橋期の教育目標
　　や日々の教育活動を評価

○　園で展開される活動や小学校の生活科を中心とした各教科等の
　　単元構成等を明確化

○　幼児教育施設と小学校の継続的な対話を確保
　　（子供の姿の事例を通して、具体的に対話をする



学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について 
～幼保小の協働による架け橋期の教育の充実～

２．幼児教育の特性に関する社会や小学校等との認識の共有

幼児期は、子供が遊びを中心として、頭も心も体も動かして、主体的に

様々な対象と直接関わりながら総合的に学んでいくとともに、遊びを通

して思考を巡らし、想像力を発揮し、自分の体を使って、友達と様々な

ことを学んでいく

① 幼児教育の特性に関する認識の共有

遊びを通した学びの教育的意義や効果の共通認識を図る 



幼児期の経験

R４年度→R５年度 幼児期の学び
幼児教育施設で育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施小学校

❸協同性

鬼になって友達を追いかけて遊ぶ中で、
工夫して一人でも多く捕まえるために、
協力してほしい友達に目的や方法を提案
したり受け入れたり、足の速い友達に
タッチする作戦を考えて伝え一緒に実現
したりしようとしている。

❸協同性

友達と一緒に、看板づくりという
共通の目的に向かって考えたり表
現したり、協力したりしてやり遂
げた充実感を味わっている。

遊びや学びのプロセス
（10の姿）



R４年度→R５年度 幼児期の学び

❿豊かな感性と表現

これまでの経験を生かし、友達と一緒に考えたり試したりしな
がら、自分なりのアイデアや作り方で凧作りを楽しんでいる。

❼自然への関わり・
生命尊重

身近な生き物を飼育した
り、飼育するのを見て触れ
るなど、好奇心をもって関
わる中で、生命があるも
のへの愛情を感じ、大切
にしようとする気持ちを
もっている。

❿豊かな感性と表現

つなげてできた温泉に足
を入れて、深さを確かめ
たり心地よさを味わった
り、友達を誘い心地よさ
に共感しようとしている。

遊びや学びのプロセス（10の姿）



幼児期の資質・能力を生かした

スタートカリキュラムの授業

R５年度



「きれいにさいてね」

R５年度 生活科（スタートカリキュラム）

生活科（１年生）

生活科学習指導要領 内容
⑺ 動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して，それらの育つ場所， 変化
 や成長の様子に関心をもって働きかけることができ，それらは生命を もってい
 ることや成長していることに気付くとともに，生き物への親しみ をもち，大切
 にしようとする



自分が育てたいものを 自分で決める

R５年度 生活科（スタートカリキュラム）

R５年度の種まき

まりいごうるど ひまわり

ひゃくにちそう

あさがお おしろいばな
ふうせん
かずら

こすもす



自分が育てたいものを自分で決める

R５年度 生活科（スタートカリキュラム）

自ら育て方を調べる姿につながる

家族に聞く
育てたことが
ある人に聞く

図書室で本を探して
調べる



R５年度 生活科（スタートカリキュラム）

ひゃくにちそう

種まきの
方法



ひが あたるところに おく

R５年度 生活科（スタートカリキュラム）



まりいごうるど

種まきの
方法

R５年度 生活科（スタートカリキュラム）



R５年度 生活科（スタートカリキュラム）

ひかげの すずしいところに おく



日なたと日かげ 自分で鉢を置く場所を考えてやってみる

R５年度 生活科（スタートカリキュラム）



架け橋プログラムの進め方

子供を真ん中にした話し合いを通して



幼保連携型認定こども園

私立保育所公立保育所

小学校

幼稚園型認定こども園

公立保育所

高知県 体制図  

校区内 全５園



高知県版「架け橋期のカリキュラム」ができるまで（１年目の取組）
子供を真ん中に据えて、3つの会議体で、発達や学びを語り合いながら、架け橋期（2年間）のカリキュラムが出来上がっていきます。そのプロセスこそが「接続」です。
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❸



カリキュラム開発委員会に向けた学習会  

Ｒ４.５.９（月）

❶



カリキュラム開発委員会  

日時：第１回　令和４年６月24日（金）
　　　第２回　令和４年８月24日（水）
　　　第３回　令和４年11月25日 (金）
　　　第４回　令和５年 ２月15日 (水）（予定）

参加者：架け橋期のコーディネーター、保育所、認定こども園
　　　　小学校、有識者、アドバイザー、保護者
　　　　市教育委員会、市こども未来部、教育センター、事務局

内容：事業概要の説明、地域の実態把握
　　　目指す子供像、方向性の共有
　　　カリキュラムの在り方について
　　　各所属での取組　等　

❷



学びを支える力とめざす子ども像につながる具体的な姿（案）  ❷



《春野東小学校区　めざす子供像》　　



保幼小の架け橋期のカリキュラム連絡会  

日時：第１回　令和４年６月24日（金）
　　　第２回　令和４年８月31日（水）
　　　第３回　令和４年10月31日（月）
　　　第４回　令和４年12月27日（火）
　　　第５回　令和５年 ２月 6日 （月）

参加者：保育所、認定こども園、小学校、アドバイザー
　　　　市教育委員会、市こども未来部、教育センター、事務局

内容：事業概要の説明、指導計画の充実に向けての演習
　　　 教材研究、指導計画の見直し
　　　 生活科単元構成の計画等

❸



連絡会での実践交流・教材研究  ❸



春野東小学校区５歳児年間指導計画の共通点

５歳児年間指導計画より  ❸



水をつかった遊び 

指導計画の充実に向けて

【園での経験】
・自分のやりたいこ
とへ向かっていく力
・共通の目的に向か
って協力することや
作る楽しさ
・役割分担やものに
ついてのいざこざか
ら自分たちで解決す
ること
・教え合うこと等

遊びを通して
自ら経験している

園での遊びや生活と小
学校生活科との経験の
つながりを意識

園での経験を活かした授業作り

水でっぽうのコーナーでは、
何かにめがけて水を飛ばす姿
があった。的の準備をしてみ
たら挑戦したり友達と比べた
りする姿につながるのではな
いか。

園での経験を生かして
しゃぼん玉をとばすス
トローや液を選んだり、
作ったりできる環境に
してみては・・・

2時間の授業の中で,
どのような力を付け
たいか、評価規準を
明らかにして授業を
組み立て実践するこ
とが大切

１　テーマについて
　　子供の姿：黄色
　　内面　　：桃色
　　環境構成・準備物：水色
　　援助・支援：黄緑

２　付箋を出し合う

３　どんな力が育ったか、　
　　育とうとしたかを
　　考える
　（10の姿に結びつける）

４　各園、校の指導計画
　　を見直し、加筆する

❸



春野東小学校区５歳児年間指導計画の共通点

５歳児年間指導計画より  ❸



秋の自然を取り入れた遊び 
教材研究

秋の自然を
取り入れた遊び

どんぐりを
使った遊び

砂場
での遊び

○○作り

リース
こま

ケーキ

アクセサリー

絵本

ぽっとんおとし

マラカス

おふとん

まとあて

スタンプ

じゅじゅ玉 きつねのこばん

ねこじゃらし

木の枝

がま

おいも

種類の違う
どんぐり

葉っぱ

くぎ

すすき

ゆりの種

同じ目的をもって

見立てて遊ぶ

自然物でないと経験できな
い気付き・体験・感動⑦

自然物でイメージ
した物を作る⑩

知りたいことを
調べる①

場所の
リサーチ

探す

図鑑などで調べる

発見→人に伝えた
い→自然にやり取
りが生まれる⑥⑨

数量への興味・
関心⑧

作った物を活
かして遊ぶ

ブーケ

みせやさん
ごっこ

異年齢との関わり⑤

数える

イメージする力

表現すること

形を活かして

点数を数える

休日に家族と
集める

散歩で集める自分でできる

木の実

いちょう

おなもみ
（くっつき虫）

まつぼっくりくぬぎ

板

てぐす

かなづち

紙の筒

卵パック

牛乳パック

段ボール

円い筒ペットボトル

ようじ

穴のあけや
すいもの

花束

レジ

身に付けるもの

絵を描く

デコレーションケーキ

お誕生日会

かざりつけ

どんぐりケーキ

指輪
ネックレス

今度は自分たちが

買ってもらいたい

売りたい

見せたい

置いておきたい

入れ物

ゴール

ゆうえんち
ごっこ

子供のつぶやき
を拾いながら 自分で

できるもの

伝えたい

おいも
さがし

葉っぱで製作

変化を楽しむ

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿
（１０の姿）

園同士の横のつながりも意識される
❸



連絡会  ～もうすぐ２年生～

教材研究：生活科 単元構成づくり

❸

園での話し合い活動を生かす

これまでの交流活動活動を生かす



園と小学校の交流  

【５歳児園内研修】
　　　高知市春野平和保育園　　　　令和４年７月13日（水）
　　　認定こども園　へいわ幼稚園　令和４年11月２日（水）
　　　高知市春野中央保育園　　　　令和４年11月28日 (月)
　　　幼保連携型認定こども園　春野学園
　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年１月13日 (金)
　　　うららか保育園　　　　　　　令和５年３月２日（木）（予定）

【小学校授業研修】
　　　高知市立春野東小学校　令和４年12月1日（木）　
【交流会】
　　　 令和４年10月25日（火）31日（月）
　　　 令和４年11月30日（水）12月１日 （木）
 【一日入学】
           令和５年１月20日（金）

参加者：保育所、認定こども園、小学校、アドバイザー
　　　　市教育委員会、市こども未来部、事務局



めざす子供の姿

予想される活動

遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験

保育者の関わり

環境構成

家庭や地域との連携

行事等（子供・先生）



生活科を中心とした主な活動

他教科との関連



園のカリキュラム

「事例」により、子供の具体的
な姿（プロセス）等を伝える



小学校のカリキュラム

「事例」により、子供の具体的
な姿（プロセス）等を伝える



 
　5歳児で大切にしたい７つの経験

　　　各園（５園）の年間指導計画に落とし込む

　　　・これまでなかったものは、書き加える

　　　・７つの経験が分かるように年間指導計画に下線やマークなどを入れる

各園の実情に合わせて、校区内全ての園で必ず行う

園のカリキュラム（遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験）



　・「秋の自然を取り入れた遊び」の教材研究では、園での活動や経験を知るこ　
　　とができた。その園での経験を子供に聞いてそれを基にして授業を発展させ
　　たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1年担任）
　
　・園、小学校の遊びや活動を聞いて、自分の保育の振り返りができた。環境構  
  成の充実につなげたり、今の子供の姿を見ながら「子供に委ねる」ことも必　
　　要と感じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保育士）
　
　・送り出す子供について同じ方向で話し合えることがうれしい。また、送り出
　　した子供の育ちへの振り返りになった。自園では、５歳ならではの遊びの保  
  証をしていきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（園長）
　
　・課題が見えた。園での経験がよくわかった。小学生になると子供から発信す　
　　ることや自分から関わることが少ないと感じた。授業改善につなげたい。ま
　　た、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の視点は6年生まで大切にしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小学校教頭）

園や小学校の教育方法の見直しや さらなる充実への 意識が向上！

参加者の感想より  



◎よさ
　・各園の保育者（主に５歳児担任）と小学校１年担任が子供の姿を通して実践
　　を語ることで、保育者は、他園の実践を知り、同じ地域で子供を育てるとい　
　　う視点で自園の指導計画や実践を見直すきっかけとなった。
　・保育者は、小学校の生活科の授業や生活する姿を聞くことで、1年生の4月か　
　　ら６月の姿をイメージし、その具体的なつながりを見直すきっかけとなった。
　・１年担任は、子供達が遊びの中で経験していることや、育っている力を知る
　　ことで、園での経験を授業に活かした授業づくりを行うという視点をもつこ
　　とができた。

◎今後に向けて
　・実践から育とうとしている力についてさらに深める
　　ことができると、その時期の発達段階に応じた「経
　　験させたいこと」が明確になり、指導計画の見直し
　　につながる。
　・園と小学校での共通した活動の中でのねらいや
　　目標の違いを明確にすることが、経験を活かした
　　接続カリキュラムの完成に近づいていく。

子供を真ん中にした 話し合いのプロセスにこそ 価値があります！

よさと今後に向けて  



今後に向けて

■カリキュラム開発委員会 

■園・小学校 

■自治体 

★カリキュラムの実施・検証・充実
★教職員や保護者へのアンケート調査

★公開保育・授業・交流活動等の実施
★教育課程・指導計画等の見直し・充実
★定期的な連絡会の実施 

★合同研修（シンポジウム等）の実施
★アドバイザー等による訪問支援
★モデル地域の取組を県全域に周知
★研修教材の作成（ＤＶＤ）

子供を真ん中にした話し合いの充実へ

❸

❶

❷



架け橋プログラムの進め方
「架け橋期のカリキュラム」づくりのポイント



架け橋プログラムの進め方



架け橋プログラムの目指すもの

架け橋期の教育の一層の充実

幼児教育施設
• 小学校以降の教育を見据えて、小

学校以降の学習や生活の基盤の育
成を行う

小学校
• 幼児期に育まれた資質・能力を踏ま

えて教育活動を充実すること

子供が主体的な遊びの
中で試行錯誤し考えた

り工夫したりする

保育者の関わりや
環境構成を工夫

小学校での学習や生活
を楽しいと感じる

小学校を自分の居場所
として認識できる

子ども主体

　小学校教育の前倒しではない 　考えたいスイッチを入れよう



架け橋プログラム～国の動向～

文部科学省作成動画配信
（1本15分～30分）

（文部科学省HPより）



　令和５年　12月　26日（火）　　１２：４５予定日時
　高知県立県民文化ホール　　グリーンホール
　（ふくし交流プラザ）

場所

・県の取組について
・モデル地域実践発表
・パネルディスカッション
　 登壇者：  神長美津子氏（大阪総合保育大学特任教授）
　　　　　　　   吉田豊香氏（日本生活科・総合的学習教育学会顧問）　　
　　　　　　　   横山真紀子氏（文部科学省調査官）
　　　　　　　   モデル地域小学校代表
　　　　　　　   モデル地域保育施設代表
　ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ:山下文一氏（高知学園短期大学副学長）

内容
(予定)

「高知県架け橋プログラムシンポジウム」
を開催します


